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高詳細な三次元地殻構造モデルを用いた地殻変動解析手法の開発とその地震時断層
すべり推定への適用可能性の検討
Crustal Deformation Analysis Method with High-fidelity 3D Model and Application to
Estimation of Coseismic Slip
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地震時断層すべりは，陸上・海底での地殻変動観測データと地殻変動解析を組み合わせた逆解析により推定される．こ
の方法には，詳細な地殻構造データを用いた大規模地殻変動解析手法を用いることが望ましい．しかし，地殻構造の高
詳細な数値解析用モデルの構築は困難であり，これまでは半無限均質弾性体など単純化された地殻構造モデルが用いら
れてきた．本研究では，地殻構造データとハイパフォーマンスコンピューティングの技術に基づき，地殻構造の高詳細
な三次元有限要素モデル構築手法及びそれを用いた地殻変動解析手法を開発した．東北地方太平洋沖地震の地震時すべ
り推定への適用から，本手法を用いることで，地震時断層すべり推定結果の確度改善が行える可能性が示唆された．
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